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研究成果の概要（和文）： 楚文化の指標器である楚式鬲を中心資料として、楚文化の形成と展開及びその変容を考察
し、楚文化は湖北省・河南省・陝西省三省交界地帯で発生し、その後西周から春秋にかけて漢水西側荊山東麓を南下し
、ついで、春秋から戦国にかけてしだいに漢水東側地域に侵入していったこと、楚式鬲の最盛期は春秋中期であり、そ
の後はしだいに周式青銅器を模倣した楚式青銅器が楚文化の指標器となっていたことを明らかにし、この楚文化の歴史
的変遷は、西周時代の拠点丹陽は漢水上流に存在し、春秋戦国時代の拠点郢都は湖北省西部荊州地区（紀南城）に存在
したという、楚国の歴史地理的推移に正しく対応していることを確認した。

研究成果の概要（英文）： Ancient Chu Culture that had a Chu type Li as culture indicator,was made up in bo
undary of Hubei Henan Shanxi district at Wwst Zhou Period.That Culture had advanced south along east botto
m of Jingshan mountain bit by bit,arrived in Jingzhou area at the early years of Spring-Autumn Period,ther
eafter penetrated into east area of Hanjiang River,that area fell into Chu Culture hand at middle years of
 Warring States Period .
 Such a  historical geograohy transition of Chu Culture corresponds to historical development of Ancient C
hu State,that Dangyang Capital at Westzhou Period located in the upper stream area of Hanjiang River, and 
Ying Capital at Spring-Autumn Warring States Period located in Jingzhou area,Jinan City. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究にいう楚文化とは、前 11 世紀ごろ
（西周前期）から前３世紀（戦国晩期）まで
のおよそ八百年間、中国南方に存続した先秦
楚国の文化のことであるが、この先秦時代の
楚文化がどこで発生し、どのような経路でも
って拡散し、そしてどのように変容していっ
たかを明らかにすることは、資料的にきわめ
て困難な情況にある。それは言い換えれば、
楚国の発祥地、その後の進出経路及びその政
治構造の推移といった、楚国の歴史的展開を
解明することが、資料的にきわめて困難であ
るということでもあり、楚国の研究はその文
化・歴史の双方において、解明がすこぶる困
難な情況におかれているわけである。 
 今少し具体的にいえば、楚文化といえば、
大量の考古資料の発現によって、その様相が
かなりの程度明らかになっている戦国時代
の楚文化を除けば、春秋時代及び西周時代の
楚文化については、そもそも資料が皆無に等
しく、楚国の歴史的展開においても、楚国が
強大化する春秋中期を境に、その後の資料は
まずまず豊富であるものの、それ以前の資料
はやはり皆無に等しい情況にあるのである。 
 研究代表者（谷口）は、楚史・楚文化研究
者の一人として、三十年来、この資料的空白
の克服に鋭意とりくんできたが、まずは数少
ないながらも残存している文献資料と部分
的ながらも発現している考古資料によって、
西周時代から春秋時代の楚国の歴史的展開、
いわば前期楚国の歴史的展開を跡づけるこ
とに専心し、その結果、楚国は西周時代の中
ごろに漢水上流地区、現在の陝西省・湖北
省・河南省交界地域で建国され、その後湖北
省西部＝荊山東麓沿いに南下し、少なくとも
春秋時代初期には現在の荊州地区に到達し
ていたとの想定をうるとともに、その春秋時
代初期以降の、荊州地区における拠点こそが、
都城である郢都、つまり現在の江陵紀南城遺
跡に他ならないとの想定を有するに到った。 
 そうなると、歴史的展開についてこのよう
な想定がえられた以上、この想定を楚文化の
形成と展開及びその変容の過程と照合する
必要が当然生じてこざるをえない。もちろん
西周時代～春秋時代の楚文化に関する資料
はほとんど皆無という情況なのであるが、た
だ一つだけその資料価値を発揮すると予想
される考古遺物が存在する。それがいわゆる
楚式鬲である。楚式鬲は楚国領域内にしか見
られない楚国特有の陶器であり、まさしく楚
文化の指標器なのであるから、その発生地、
その拡散系路及びその変容の過程は、歴史的
展開についての上記の想定に、必ずや対応し
ているであろう。 
 そこで研究代表者（谷口）は、十年来楚式
鬲及び関連する考古資料の収集と整理に鋭
意つとめてきたのであるが、南水北調工程な
どの大型土木プロジェクトなどにともなう
考古発掘の進展によって、ここ数年間に楚式
鬲の発現が飛躍的に増加し、歴史的展開につ

いての想定を、楚文化の形成と展開及びその
変容の過程を照合させるという作業に、本格
的に取り組みうることが可能な段階に、よう
やく達したと判断されるに到ったのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、楚文化の典型的な指標

器である楚式鬲を主要資料として、楚文化の
起源地と形成の様相、及びその後の拡散情況
と変容の様相を、楚国の歴史地理的展開に照
合させつつ考察しようとするところにある。
ことに従来、資料的制約から未着手のままで
放置されがちであった、西周時代における楚
文化発生地の特定と、その発生メカニズムの
解明、及び以降春秋時代中期にかけてのその
歴史地理的展開の復元を、集中的かつ詳細に
実施しようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 ①漢水上流＝丹江流域一帯→襄樊地区→
湖北省西部荊州地区→湖南省北部中部・湖北
省西南部と、北から順に、出土している楚式
鬲及び関連陶器・関連遺跡を網羅的に収集・
整理し、楚式鬲の拡散経路が漢水上流から湖
北省西部荊州地区へ、つまり北から南へであ
ることを確認する。 
 ②周式鬲から楚式鬲が発生してくるメカ
ニズムを、同一遺跡における陶鬲の変容様相
によって考察する。 
 ③湖北省東部＝漢水東側の楚式鬲出土情
況を整理し、楚文化の進入時期において、こ
の地域がもっとも遅かったこと、つまりもっ
とも遅くまで周文化が残存していたことを
確認する。 
 ④楚国の発祥地・楚文化の発生地は漢水上
流＝現在の陝西省・湖北省・湖南省交界一帯
であることを、清華大学所蔵竹簡「楚居」を
はじめとする、楚式鬲以外の資料をもって傍
証づける。 
 ⑤江陵紀南城遺跡は春秋初期から機能し
ており、それは楚国の都城郢都の遺構であっ
たことを、考古資料によって再度確認する。 
 ⑥楚式鬲の最盛期は春秋中期であり、それ
以降衰退し、これにかわっていわゆる楚式青
銅器が流行してくることを確認し、それはす
なわち、第一次楚国＝第一次楚文化から第二
次楚国＝第二次楚文化への変質に対応して
いることを確認する。 
 ⑦殷式鬲・周式鬲・楚式鬲の作製方法を典
型器のサンプルを整理して復原し、殷式鬲・
周式鬲は当初から器体と足部を同一胎土で
作成したこと、これに対して楚式鬲は、当初
器体と足部を別個に作成し、その後これを接
合したこと、つまり、殷式鬲・周式鬲から楚
式鬲への変換には、器形・紋飾の変容だけで
はなく、その作製方法において本質的な転換
があったことを確認する。 
 ⑧楚式鬲が単なる日用器副葬品ではなく、 
青銅祭祀器具と同様、祭祀器具として副葬さ
れた可能性を、副葬品の組み合わせ情況から



検討する。 
 
４．研究成果 
 ①楚式鬲発生地の確定。 
 湖北省鄖県・十堰市、河南省西南部淅川
県・南陽市、陝西省商洛市・商南県などで、
出土している西周陶鬲を現地調査し、西周時
代前期は周式鬲が主流であるものの、西周時
代中期になると突然周式鬲とは異なった陶
鬲が出現するようになり、それは器形からし
て明らかに楚式鬲の範疇に属すること、こう
いった事情はこの陝西省・湖北省・河南省交
界一帯でもっとも早くみられることを確認
し、楚式鬲の発生地、つまり楚文化の発祥地
はこの一帯に他ならないことを明らかにし
た。 
 具体的にいうならば、漢水の支流丹江流域
に位置する商南県過鳳楼遺跡に代表される
過鳳楼類型文化こそが、もっとも原初的な楚
文化であり、その後漢水上流の各地に拡散し
て、漢水沿岸の鄖県遼瓦店子遺跡に代表され
る遼瓦店子類型楚文化を生み出したことを、
明らかにしたのである。 
 この見解は、過鳳楼類型文化に関する専論
を公表している陝西省考古研究院の張天恩
氏の意見に導かれて、西北大学趙叢蒼教授・
現地商洛博物館王昌富館長・襄陽市文物考古
研究所陳千万研究員などと、商洛博物館にお
いて過鳳楼遺跡出土の遺物を実見して得ら
れたものであり、趙教授・王館長・陳研究員
の意見ももちろん同じであることはいうま
でもない。 
 ②楚式鬲発生のメカニズムを解明。 
 襄陽市の余崗遺跡・黄集小馬家遺跡・陳壩
遺跡、宜城市の肖家嶺遺跡・郭家崗遺跡など、
漢水上流襄陽地区西周時代・春秋時代墓葬か
ら出土している陶鬲を現地調査して、楚式鬲
は、従来から周式鬲を保持していた集団が、
みずから自生的に生み出したのであり、他所
からの移住者といった、外来者によって持ち
込まれたものではないこと、言い換えれば、
楚族の人々は本来周系文化の保持者であっ
たが、その後自身で独自の文化、つまり楚文
化を創造するようになったのであり、周式鬲
から楚式鬲への転換は、楚族の人々のいわば
自己変革の結果であることを確認した。 
 この見解は、襄陽市博物館王先福館長をは
じめとする襄陽地区考古研究者に共通する
見解でもあり、その後も新しい考古資料をえ
て、その正しさがより強く証明されつつある。 
 ③楚式鬲拡散経路の復元。 
 楚族の人々は西周時代中期から西周時代
後期にかけて、丹江流域→丹江・漢水合流点
一帯→襄陽地区と、漢水上流をしだいに南下
したと考えられるが、その後の経路について
は、襄陽地区から湖北省東部＝漢水東側には
東南下せず、襄陽地区から宜城→荊門と、湖
北省西部＝荊山東麓一線を南下していった
ことを確認した。 
 もちろんこれは楚式鬲の出土情況から導

きだされた結論であるが、その理由として湖
北省東部＝漢水東側には、当時、鄧・曽（随）
などの周系諸侯が割拠しており、楚国がここ
に進入していくことは容易ではなかったこ
と、対して湖北省西部＝荊山東麓一線には強
力な政治勢力が見あたらず、楚国勢力の南下
が比較的容易であったことを想定した。 
 湖北省東部＝漢水東側は、随棗走廊（随州
―棗陽）と呼ばれる南北交往の幹線ルートで
あるが、春秋時代から戦国時代にかけて長江
中流域の各地が楚国に次々と掌握されるな
かで、ここが楚国に組み込まれるのは、はる
かにさがって戦国時代中期をまたねばなら
なかった。いいかえれば西周時代前期から戦
国時代中期まで、この地域はほぼ一貫して周
系諸侯・周文化の占領区であったのであり、
そしてその政治力・文化力は楚国の圧力に抗
して、より遅くまでしかもより強く継続され
たことが確認されたのである。この想定は、
ここ二、三年来の間に発見をみた、随州曽国
墓葬などの新考古資料によって、その正しさ
がより一層の確度で証明されつつある。 
 ④楚文化＝楚国政治勢力が荊州地区に到

達した時期の確定。 
 当陽趙家湖遺跡・江陵雨台山遺跡など、代
表的な荊州地区楚国墓葬遺跡から出土する
楚式鬲の年代を精密に考察して、そのもっと
も古い者は、西周時代・春秋時代交代期のも
のであること、つまり、楚文化は、少なくと
も春秋時代初期には荊州地区に到達してい
たことを確認した。 
 この見解は、当該地区楚式鬲の年代を西周
時代中期にまで引き上げる一部の意見に訂
正をせまるものであるとともに、当該地域が
楚国の領域となるのは戦国晩期をまたねば
ならないとする一部の意見にも訂正をせま
るものとなった。 
 また、この見解を得るに到ったおりしも、
楚国の祖先伝承が記録された出土文字資料
である清華大学所蔵竹簡「楚居」が公表され、
鋭意解読した結果、その内容はまさしくこの
見解を証拠づけていることが明らかになっ
た。すなわち、「楚居」の内容による限り、
楚族は西周末期にはすでに荊州地区の北部
にまで到達していたこと、したがって、春秋
時代に入って最初の楚王である武王の時に
は、当然荊州地区の中心部に到達していたこ
とにならざるをえないのである。 
 文献伝承は武王の時に都城郢都を建設し
たことを伝えているが、その位置をめぐって
は、甲論乙駁の激しい論争が繰り広げられて
いる。しかしながら、考古資料＝楚式鬲と出
土文字資料＝「楚居」によって、春秋初期武
王時期に荊州地区中心部に到達していたこ
とが確実となった今、その郢都の位置は荊州
地区中心部、つまり江陵地区をおいて他はな
いことになり、そうであれば、それは江陵紀
南城遺跡でなくてはならない。この意見は、
年来の論争に最終的な決着をつけるもので
あり、本研究におけるもっとも重要な成果の



一つであると自己評価している。 
 ⑤楚式鬲の変容過程の復元。 
 楚式鬲の出土情況を年代ごとに整理・比較
して、楚式鬲の最盛期は春秋中期であり、そ
の後しだいに衰退していき、代わっていわゆ
る楚式青銅器が流行してくることを確認し
た。楚式青銅器とは、器形・紋飾・製法にお
いて周系青銅器のそれを受容しながら、その
三者の一部において楚国特有な点をもつも
のをいうのであるが、しかし、その本質にお
いては黄河流域青銅器文化の範疇に入るも
のであることはいうまでもない。 
 すなわち、周式鬲＝周系文化から脱却して
楚式鬲＝楚文化という独自の文化をうちた
てた楚国の人々は、のちにはかえって楚式鬲
＝楚文化を脱却して楚式青銅器＝周系文化
の一類型をもつようになるのであり、それは
楚国がしだいに、周王朝など、黄河流域諸国
型の国家に変質していったことを示してい
る。いずれにしろ、同じ楚国の文化とはいえ、
前者と後者は区別されるべきであり、前者は
第一次楚国＝第一次楚文化、後者は第二次楚
国＝第二次楚文化と呼ぶのがふさわしいこ
とを、学説として提示した。 
 ⑥楚国＝楚文化の湖北省東部＝漢水東側

への進入経路の復元。 
 文献伝承は、春秋時代前期から順次、楚国
が漢水東側へ軍事的侵略を試みていたこと
を伝えているが、その具体的な内容、具体的
な進入経路は明らかになっているわけでは
なかった。 
 この問題の解明のために、湖北省中部・東
部の楚式鬲を網羅的に収集して整理・検討し
たところ、楚文化の進入経路は、漢水下流＝
武漢地区から随州地区へ、つまり漢水東側を
北上するルートが主要ルートであり、襄陽地
区から棗陽地区へ、つまり漢水東側を東南下
するルートは、副次的なものに過ぎなかった
ことが明らかになった。 
 そして、漢水下流＝武漢地区が楚国＝楚文
化の占領区となった年代ついては、孝感市孝
昌武家崗遺跡などの楚式鬲によって、春秋中
期から晩期にかけての時期であることを確
認した。 
 ⑦楚式鬲の作製方法の復元。 
 襄陽市文物考古研究所王先福研究員の研
究によりつつ、楚式鬲の作製方法は、当初器
体と足部を別個に作製し、その後これを接合
するという、殷式鬲・周式鬲など、黄河流域
の陶鬲にはまったく見られないものである
ことを一応確認した。 
 ただし、サンプルによっては不確定なもの
も多く、この見解を学説として提示するため
には、さらに多くのサンプルを検証すること
が必要であり、今後の課題としなければなら
ない。 
 ⑧楚式鬲の祭祀器具機能の検討。 
 楚墓から出土している楚式鬲は通例“日用
陶器”と分類されている。それは、死者が生
前使用していた日用器を、死後も使用できる

よう副葬したものだという前提に立ってお
り、同じく副葬品であっても、青銅容器など、
生前の祭儀にあるいは葬儀の際に使用され
た祭祀器具とは、はっきり区別されているの
である。 
 しかし、副葬されている陶鬲はすべて日用
器であり、祭祀用具の機能をもっていたもの
は一つもないかといえば、おそらくそうでは
ないであろう。祭祀器具である鼎の代替物と
して副葬されている例が、ありそうなのであ
る。 
 鋭意、検討を加えた結果、襄陽地区春秋楚
墓などのサンプルについて、それが祭祀器具
として副葬された可能性の高いことを確認
した。ただし、この意見を学説として提示す
るには、さらに多くのサンプルを検証するこ
とが必要であり、今後の課題としなければな
らない。 
 ⑨楚国＝楚文化と巴国＝巴文化の関連に

ついての検討。 
 楚国の発祥地、楚文化の発生地が陝西省・ 
湖北省・河南省交界一帯であることを確認し
てみると、実はこの一帯のごく付近である漢
水上流荊山北麓が、実は巴国の発祥地であり、
巴文化の発生地であった可能性に注目せざ
るをえない。 
 そうだとすると、楚族と巴族は本来そうと
うに似かよった文化的伝統・民族的伝統をも
っていた種族であったと考えられるが、考察
の結果、両者はともに虎崇拝と鼈崇拝を有す
る、文化系統・民族系統において深い親縁性
をもつ種族であったことを確認することが
できた。 
 春秋戦国時代における楚国＝楚文化と巴
国＝巴文化の様相のなかに、時として共通の
要素を見いだすことができるのはそのため
であり、この事実は、両者の歴史・文化の研
究のみならず、先秦時代における諸民族と諸
文化の動向を全体的に研究する上で、きわめ
て重要な示唆になるであろう。 
 本研究においては副次的な成果であるけ
れども、先秦史研究に重要な提示を行い得た
ものと自己評価している。 
 以上①～⑨の成果を要するに、本研究の主
要課題である楚文化の形成と展開及びその
変容の解明についていえば、次のような成果
を提出しえたことになる。 

一. 楚文化の発生地は陝西省・湖北省・河
南省交界一帯であり、その発生時期は
西周時代中期である。より限定すれば、
原初の発生地は陝西省東南丹江流域で
あり、その後、漢水上流鄖県一帯に拡
散した。 

二. その後、西周時代後期にかけて、漢水
上流襄陽地区に南下した。 

三. その後は湖北省東部＝漢水東側に東南
下することなく、湖北省西部＝荊山東
麓一線を南下し、少なくとも春秋初期
には荊州地区中心部に到達した。 

四. 春秋時代初期の武王が建設した都城郢



都は、江陵紀南城遺跡がそれであり、
ここに漢水西側のほぼ全域を領域とす
る楚国が成立し、楚式鬲を指標とする
楚文化、いわば前期楚文化が展開した。 

五. 春秋時代中期から後期にかけて、楚文
化は荊州地区から東進し、少なくとも
とも春秋時代後期には漢水下流＝武漢
地区に到達した。こうして、楚文化は
漢水東側を北上して、そこに最後まで
残っていた周文化圏に進入していくこ
とになる。 

六. 以上のような過程のなかで、春秋時代 
中期をピークとして、楚式鬲はしだい 
に衰退し、代わって周系青銅器を継承 
しながらも独自性を付与された楚式 
青銅器が流行するようになり、ここに
楚式青銅器を指標とした、いわば後期
楚文化が展開してくることになる。こ
れは楚国が黄河流域諸国型の国家に
変質していったことを示しているの
である。 

 以上の研究成果は、後掲の研究論文や学会
発表で公表したのはもちろん、研究情報の交
換を通じて、中国国内の関連研究者に広く公
開している。 
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